




























目  次 
はじめに ……………………………………………………………………………1 
序 章 ………………………………………………………………………………3 
1.  はじめに…3     
2. 音聲言語と文字言語…3 
3.  文字言語敎育とは…4 
4. 言文一致完成過程の中國語敎材への反映…7   
5.  言文一致の出發點と完成點を何に置くか…10 
6. 言文一致完成過程に呼應した 
明治以降中國語敎育史の時期區分…11 
7.  新しい分期時期決定の理由…13 
第一章  明治以降中國語敎育史研究史略 
――日本造語「侵略中國語」考―― ……………………………16 




5.  結び…23 
第二章   北京官話敎育時期 ………………………………………………… 24  
                  はじめに …………………………………………………………… 24 
第一節 北京官話敎育と『語言自迩集 散語問答 
             明治 10年 3月川崎近義氏鈔本』……………………………26 




敎學情況を示す『川崎近義氏鈔本』…31   
5. 川崎近義とはどういう人か…35 
6. おわりに…37 
第二節 日本陸軍における中國語敎育の形成 …………………………38 
1.  陸軍内中國語敎育の準備――淸國語學留學生の派遣…38 






5.  陸軍軍人の軍事會話書…45 
第三節 興亞會の中國語敎育 ……………………………………………47 
1. 興亞會支那語學校の歷史…47 
2. 興亞會の中國語敎育…48 
3.  興亞會支那語學校と陸軍との關係…51 
4. 興亞會支那語學校による中國語テキストの編纂…52  
5. 結び…53 
第四節 東本願寺中國語敎育編年資料 
〔自明治 6年至明治 16年〕……………………………………54 
1.  はじめに…54    
2.  東本願寺の中國語敎育編年資料 








3. 終わりに…68    
第五節 御幡雅文傳考 ……………………………………………………70 









第六節 『燕京婦語』について …………………………………………96 
1. はじめに…96 
2. 『燕京婦語』の中國語敎育史上の意味…96 

























第三章   國語敎育時期 ………………………………………………………120 
第一節  黎明期の現代中國語敎育 ……………………………………120 
1. はじめに…120 
2. 國語の文章が中國語敎科書上に登場…120 
3.  中國口語語彙の二層化 
――『急就篇』の陳腐さとその有用性…123 
4.  國語に唯一缺けたもの 
――公文書文體に採用されなかったこと…127 
5. 1930 年代中國語教育の高揚と敗戰後の漢文科目 
「時文」の廢止と「支那語」正式科目化の挫折…131 









3.  日本陸軍の方言音への對し方…148 
4.  關東軍などが記錄した滿洲方言音…150 
5.  日本陸軍の中國語に對する認識の變化…161 
第四節 日本占領期靑島中國語・日本語關係年表   
〔自大正 3年至大正 12年〕……………………………162 
1.  はじめに…162 
2.  日本占領期靑島中國語・日本語關係年表   
〔自大正 3年至大正 12年〕…162 
第四章 普通話敎育時期 ………………………………………………………173 
第一節  普通話の普及と現代中國語敎育の展開狀況 …………………173 
1. はじめに…173 
2.  戰後の中國語敎育の進展…173 
3.  國語敎育時期戰後期から 
普通話敎育時期に殘された課題…174 
4.  21世紀の普通話の變容…175 





終  章 ……………………………………………………………………………183 
參考文獻 ………………………………………………………………………186 
      本論文初出一覽…………………………………………………………………199 




















































2  臺灣では、1949 年に中華民國政府が大陸を追われて盤踞して以降、國語を共通語に指
定し今日に至っている。しかし、本論文では臺灣の國語事情を考慮していない。 









































































































3.  文字言語敎育とは 
 
ここで、文字言語敎育とはどういうものであるか明らかにしておこう。 

























































































































































                                                 





























のにその内包を變えていった。そして、昭和 14(1939)年 2月 9日の文部省訓令による中等
學校敎授要目一部改正で、それ以降は、時文が中學校・師範學校・商業學校四・五年次に



























そして、1949(昭和 24)年の中華人民共和國の建國後、1950(昭和 25)年 12 月 30 日の「公

































































                                                 















國語敎育時期戰前期[1923(大正 12)年～1945(昭和 20)年 8月] 









































   
 




















































                                                 








































































その後、昭和 6年 5月 16日、「支那語ノ硏究及支那語敎育ノ向上ヲ謀」る目的で發足し
た全國組織の支那語學會(東京・文求堂内)が成立17すると、上述した何盛三の問題意識と
同樣に、明治初期の中國語敎育を囘顧する考察・談話記錄が現れてくる。それは、興亞會
                                                 
17 支那語學會は、『支那語學報』創刊號(昭和 10年 11月 26日文求堂刊)51頁「本會記事」
によれば、會報『支那語學會會報』(第 1 號は昭和 8 年 6 月 15 日文求堂刊)を第 3 號まで
出した(第 2、第 3號は鱒澤未見)。その繼續誌が『支那語學報』であるが、第 7號(昭和 14



















關聯の論考が見られ、第 2 卷 6 號～第 8 號[昭和 17(1942)年 6 月 1 日～8 月 1 日刊]には
「私が支那語を始めた頃」と題して連載され、第 3卷 6號～第 4卷 2號[昭和 18(1943)年






られたのが中等學校漢文科目における「時文」の設置[昭和 14(1939)年 2 月 9日文部省訓
令]であった。そして、さらに正科化に步を進めんとして編まれた雜誌が、奧平定世編集
『支那語と時文』(昭和 14 年 7 月 1 日開隆堂創刊)である。また、中學校用の中國語敎科
書も、昭和 14年 1月 25 日には、『新編中等支那語敎本』(全 5卷)(宮原民平,1939)卷 1、
同年 7月 1日には、『倉石中等支那語』(全 5卷)(倉石武四郞,1939)卷 1が刊行され、前者
は昭和 15(1940)年 8 月 6日文部省檢定濟中學校・實業學校外國語科用となり、昭和 16 年
度文部省選定敎科書となっている。そして、昭和 16 年 1 月、螢雪書院から新しく前揭の
『支那語雜誌』が創刊される。その「編輯後記」には、 















展し、前年の 12 月 5 日には、外語學院出版部刊の學習誌『支那語』が臨時增刊「支那語
文法硏究號」を刊行し、この年には、倉石武四郞『支那語敎育の理論と實際』(昭和 16年
3 月 22 日岩波書店刊)も刊行され、中國語敎育にも眼が向かれはじめた時期であった。し
かし、昭和 16 年 12 月 8 日の開戰後の戰況惡化により、紙の手配にも事缺くようになり、
中國語學習誌の頁數も減少し、天理外國語學校海外事情調査會編『支那語硏究』20は第 8號
[昭和 18(1943)年 9月刊]で休刊、大阪外國語學校支那語硏究會編『支那語と支那文化』は
第 5 卷第 7 號(昭和 18 年 6 月 26 日發行)まで刊行され、『支那語文化』と改題發行するも
第 2 號(昭和 18 年 11 月 26 日發行)で停刊、上海東亞同文書院大學華語硏究會編『華語月
刊』も第 119 號(昭和 18 年 11 月 10 日發行)で休刊、さらには、『支那語雜誌』は昭和
19(1944)年 3月號を以って東京の他の 2雜誌、『支那語』、『支那語と時文』とともに廢刊、




21(1946)年 6月 1日帝國書院刊]とし再刊した、1947年 1月號の第 2卷第 1 號からは『中




                                                 
20 創刊號より第 4號までは、天理外國語學校崑崙會編刊。 
21 大連の『善隣』(善隣社刊)については、天理大學所藏は第 15年第 9號(昭和 19年 9月
1 日刊)までで、該號「編輯後記」は工員不足による 7 月號發行の遲延(8 月 22 日發送)に
觸れている。だから、この「9 月 1 日刊」も奧附期日で、實際は遲延している可能性が高
く、その休刊も閒近いことを窺わせる。 
22 鳥居鶴美,1947、魚返善雄,1948、倉石武四郞,1949 は戰時中の硏究成果である。 
23 編集者・守屋紀美雄を變えず、「後書」によれば、編者は「支那語」でもかまわないが、
改めた方が妥當として改名した。また、天理語學專門學校崑崙會編『支那語硏究』も、第
9號(昭和 21年 10月 8日刊)から『華語硏究』と改題している。その「編輯後記」には「戰



































                                                 
24 實藤惠秀、安藤彦太郞らを編輯責任者として創刊された『新中國』(昭和 21 年 3 月 1
日、實業之日本社創刊)の No.11(昭和 22年 3月 1日刊)66頁所載「それから」に、安藤彦
太郞は「あるべき新日華關係は、まず、日本の自己批判からはじまる。」としている。そし





















































































































                                                 
26 昭和 25年 GHQの法務府内に設けられた、超國家主義團體、共產主義勢力を取り締まり
の對象とした特別審査局。昭和 27年破防法制定より、公安調査廳に引き繼がれた。 



















5.  結び  
 
敗戰後、米軍の War Department Education Manual EM506-507として刊行された Spoken 









悔反省することがはるかに建設的であった。しかし、米軍被占領下(昭和 20年 9月 2日か
































第一節「北京官話敎育と『語言自迩集 散語問答 明治 10 年 3 月川崎近義氏鈔本』」は、
近代中國語敎育の公敎育に於ける開始、卽ち、北京官話敎育の開始を示す東洋文庫所藏『語



































第一節 北京官話敎育と『語言自迩集 散語問答 
明治 10 年 3 月川崎近義氏鈔本』 
 
 
1.  はじめに 
 
明治 4年 7月 29日(1871年 9月 13日)の日淸修好條規等の調印、そして、その改訂や臺
湾問題などの對淸外交交渉は、日本に“北京官話敎育”の必要を痛感させた。その結果、




































































34  書誌的記述は、Cordier,Henri,1881；pp.1881-1895,pp.1688-1690に詳しい。 




















○全 6卷(改裝全 4册)。全 230葉。線裝。四針眼。 
○外形 268×185(mm) 
○朱欄 匡郭内 189×150(mm) 
○有界 毎半葉 12行。毎行 16字。(但し平仄篇のみ 18字) 
○版心なし。(但し 平仄篇の 4葉のみ「東京外國語學校箋」とあるものを用いる。) 












                                                 




量的には少ないが、本節 4.の 31-35頁で觸れる。 
 
②‐1 東洋文庫所藏寫本 Aについて 
    なお、以下、寫本 Aを寫本と呼び、後述する東洋文庫所藏寫本 Bを鈔本と呼ぶ。 
○書誌 
川島浪速書寫『語言自邇集 問答十章』(小田切萬壽之助舊藏) 
全 23葉(但し本文は 22葉) 













②‐2 東洋文庫所藏寫本 Bについて 
○書誌 
『語言自邇集』(寫本)〔但し匡郭は刻本〕 
○全 6卷(改裝全 4册)。全 230葉。線裝。四針眼。 
○書誌 
 『語言自迩集 散語問答 明治 10年(1877年)3月川崎近義氏鈔本』(但し匡郭は刻本) 






くるみ 書外題、語言自迩集 散語 問答。 
                                                 
38 自筆の『西涯子藏書目錄』(川崎近義,1883)には、「語言自迩集 ○平○散○問○續散
○談○例畧○以上寫本 全五」とある。「全五」とは全 5冊と考えられるので、殘 2卷
(全 1冊)とした。  
 30 
 





○底本 Wade,18671 . 
鈔本は「散語四十章」(第 1 葉～第 50 葉)、「問答十章」(第 52 葉～第 88 葉)である。
なお、鈔本本文は、學習に際し、中國人敎師の指示により、字句を改めた書き込みが
有る。また、鈔本の「問答十章」本文には、底本本文と異なる字句があり、後で〔明






















                                                 
39 龔恩禄。生没年不明。北京の旗人。東京外國語學校に招聘され、明治 11(1878)年 9月








文中硃字ハ原文 又硃筆抹去字亦原文没有字 十四年三月三日記(51b) 
である。 
これらの書き込みから、「散語四十章」は、薛乃良の來着時期(明治 9年 8月 20日頃)を
考慮すると、明治 9年 8月末から書寫を始め、同年中、或いは明治 10年 1、2月頃までに
書寫を終えたものと考えられる。「問答十章」は、明治 10 年 2 月 22 日に書寫を始め、同
年 3月 9日に書寫を終えた、と記述がある。 
また、「明治九年九月初二爲始」とあるのは、「散語四十章」の學習開始を示すものと考


















                                                 
40 蔡伯昂。生没年等不明。北京の人。東京外國語學校に招聘され、明治 13年 9月 6日よ
り明治 14(1881)年 10 月 5 日、家族の者が病氣に罹り離任するまで、同校敎員。彼も北京
で日本人に北京官話を敎えていた。なお、東京外國語學校では、蔡伯昂の離任後、明治
15(1882)年 5月 3日、關桂林の着任まで、中國人敎師不在の狀況が續いた。 

























































































































































                                                 







「饅頭マンヂウ パンノヿ ムギモチ 先生47日本ワナイ 餠ヲミテマン中ナリト云」
(17b－18a) 
「老婆子ハ下女ノヿ 敎師48ハ家ノ下女ヲ｜｜｜(老婆子の略――引用者)ト云ヒオル(72a) 
「別的 不別的ハ土語ナリ 外ノヿハ今ニ及ハズト云也」(88a) 
⑪ その他の書き込み 
「耳音要緊 耳音ハ耳 聽音ノヿ」(見返 b)  
























川崎近義の墓所は、東京都・谷中の都共同墓地乙 1號 8側 18番にある。 
                                                 




墓石によると、戒名を義恭院卽法居士といい、天保十四癸卯年十二月六日(1844 年 1 月
25日)生、明治 17(1884)年 6月 23日歿、享年 40歲 5ヶ月であった。 
また、明治 18(1885)年當時、東京外國語學校の淸國人敎師・張滋昉49の筆になる「川崎





















淸北平 張滋昉撰竝篆額 明治十八年六月二十三日立石 市川安壽雕 
と表面に刻む。 
裏面に共建者、以下 76名の氏名を刻す。(上段右から下段に記す) 
   「谷信近、磯部榮太郎、伊東小三郎、呉大五、瀬川淺之進、横田三郎、鈴木行雄、 







                                                 




























































































一 支那ノ部 一人一ケ年、金七百八十圓、總人員十四人、此金額壹萬零九百貮拾圓 




この上申書は、ほぼこのまま實現されることになる。具體的には、明治 12年 11月 25日、
東京外國語學校生徒 12 名を含む、13 名を淸國留學生に採用し(現地採用を含め計 16名)、
同年 12 月 3 日北京に派遣したことである。また、中國語の必要性を指摘したこの上申書
の直接的な反應は、明治 12(1879)年 11月 25日、公に中國語敎育を擔っていた東京外國語





2. 廣部精『亞細亞言語集 支那官話部』刊刻の陸軍内支援者たち 
 



















































































































治 14 年 11 月 8 日附けで、北京の淸國語學留學生に歸國を命じ、同年 12 月、語學留學生
14名58は歸國した。 
また、この上申に對して、『參謀本部歷史草案』によれば、明治 15 年 2 月 22 日、山縣
有朋は、 
「將校タル者隣邦ノ語學ニ通スルコト軍事上緊要ノ義ニ附、士官學校ニ於テ語學ノ一












と囘答し、明治 15(1883)年 4 月には、歸國した語學留學生を參謀本部ほか、東京、仙臺、
大阪、名古屋、廣島、熊本の各鎭臺に配屬し59、同時に士官學校や幼年學校でも、彼らを敎
師として中國語敎育が開始されるようになる。そして、ここに、參謀本部による自前の中
















る。それは、明治 23 年 9 月 20 日に上海で開校した日淸貿易硏究所である。これは、「日
淸貿易ニ適當ナル商人ヲ養成セン」として設立され、「淸語學」がその學科課程時閒の約四
分の一を占め、中國語敎育に重點が置かれた學校である。この日淸貿易硏究所の成立は、
參謀局員・荒尾精の明治 22年 5月の「復命書」により、 
                                                 


























































































そして、軍事行動に直結する本格的な中國語會話書は、明治 27 年 8 月 1 日の日淸戰爭
開始直後の 8月 7日、近衞第一旅團編『兵要支那語』(東京・東邦書院刊)の刊行に始まる。
そして、8月 23日、參謀本部編『日淸會話』(東京・參謀本部刊)が刊行されている。さら

























                                                 
64 中國文學會編『中國文學』83號(昭 17.05.)82頁による。但し、『支那話要略』とあ
り、『支那語要略』の誤りであろう。 
65 國會圖書館での管見によると、日淸戰爭終了の明治 28年 4月 17日までに 18點(再版
を含めず)の中國語テキストが刊行されている。 



























る異動があり、さらに、5 月 7 日の興亞會議員集會に校長として丸山孝一郎が出席したこ
とを第四集では報じている。 
東亞同文會,1936;「曾根俊虎」の條に、彼が明治 13 年 3 月、インド行きの軍艦「比叡」









中田敬義がその後任にあたった。そして、明治 15(1882)年 5月 14日の閉校に到り、敎師・
 48 
 





















ここには、興亞會大阪分會支那語學分校が、明治 13 年 6 月、東本願寺の奈良敎師敎校
内(奈良興福寺内)の支那語學科(明治 12 年 9 月開設)を引繼ぎ、さらに大阪府立中學校支








































として、明治 14 年 2 月、熊本鎭臺雇支那語敎師榊木某(彭城邦貞)を招聘し、その創立
した同心學校の生徒中の希望者に學習させた。そして、同心學校の後身の濟濟黌では明治
17(1884)4月、支那語學科を設置、當時の熊本鎭臺御用掛・御幡雅文を招聘した。しかし、











一方、興亞會が明治 16(1883)年 1月、亞細亞協會と改稱した後の、翌 17(1884)年 7月、
上海で亞細亞協會會員・末廣重恭を館長とした、東洋學館が開設された。しかし、東洋學
館は、興亞學校、亞細亞學館と改稱するが、徵兵遁れを主な理由に、日本政府の正式認可



















から轉換し、北京人敎師・薛乃良を招聘して北京官話敎育を開始した明治 9 年 9 月以來、
テキストの刊行にも顯著に現れているように、北京官話敎育が日本の中國語敎育の中心と
なっていくのである。しかし、興亞會支那語學校の存在した當時、當然のことながら必ず





































課」の存在である。明治 13(1880)年 4月 30日現在で本課生 41人、夜學生 5人に對し別課
生は 42 人と現員の 45％の多きに及んでいる。そもそも別課は「陸軍敎導團ノ生徒ニテ本
科ノ時閒ニ通學スル能ハサルカ故ニ其情願ニ由テ別科トスルモノ」として午後 4時半から



























東京外國語學校では、明治 9 年 9 月以來、歐米の北京官話學習の例に習い、『語言自邇
集』をテキストに採用した。しかし、既に本論文第二章第一節で明らかにしたように、『語
言自邇集』の寫本によって敎育が行われていた。更に前述した經緯から、明治 12 年 6 月
末、廣部精の『亞細亞言語集』卷一(「散語四十章」部分)は刊刻されたが、東京外國語學
校では使用されず、當時の藏書目錄にも見出す事が出來ない。一方、興亞會支那語學校で




















































京に到り、曾根俊虎宅に寄寓。2 月、興亞會支那語學校敎師に就任、一時期(13 年 9 月～
11月)、慶應義塾支那語科講師も勤め、15年 5月 14日興亞會支那語學校閉校にともない、
同月 16日、文部省東京外國語學校漢語學講師に轉ず。19年同校廢校により退任。22年よ










        〔自明治６年至明治 16 年〕 
 
 















東本願寺の中國語敎育は、明治 9 年 5 月、上海に敎校(敎團内の學校で、上海では實質
的には中國語學校)を設立し、開始された。日本人による上海での中國語敎育は、明治
17(1884)年 8 月開校の末廣重恭の東洋學館(後、亞細亞學館と改稱したが、一年餘りで日
















めるべく、明治 6 年から 16 年まで、東本願寺の中國語敎育關係資料を編年でまとめ、そ
の軌跡を辿り、少しくコメントを加えた。 
 




















★明治 4年 3月 外務省漢語學所開設。 




8月 16日 小栗栖香頂、北京に入り、龍泉寺に寄留 (1.[29]頁，[51]頁) 
19日～10月 12日 楊朗山の私塾で「幼學須知」を學ぶ。(學支那音) 
(1.[35]頁，[51]頁) 
楊朗山は浙江紹興府餘姚縣人。秀才。約 50歲 (1.[32]頁)  
9月 20日 三等學師 妙正寺住職 小栗栖香頂、支那國弘敎係に申附。(3.) 
(7年 4月 11日 本山以余爲三等出仕、掌支那布敎之事) (1.[58]頁) 








10 月 8 日(＊本然)曰、「俗語師難選。(中略)僧人識字至少、不通文字、則不能授
俗語。」(1.[44]頁) 
10月 12日 幸逢楊老授京韻、三十四章今日終。(1.[46]頁) 
10月 14日～12月中 龍泉寺の本然について北京語を學ぶ。 
本然學京語、時序地名、官名人倫、衣服器皿、及雜話、一斑學了。(1.[51]頁) 
余學了須知後、編北京紀事二卷。雅文立稿、請本然、改爲俗文。(1.[58]頁) 













論(明治 36年刊『北京護法論』をいう) (1.[59]頁)と記すに及ぶ。 
5月 5日 同島・中村(島弘毅中尉、中村義厚曹長、ともに明治 6 年 11月 28日發令の陸軍第 1囘淸
國派遣將校下士 8名のメンバー)氏、訪東江米巷英館(英國公使館)。一官人有雅芝(＊人名)出
接。余請借覽英國欽差大臣所著「文件自邇集」・「語言自邇集」。曰、「近日取之
上海、送呈。」公使威氏(T.F.Wade)、館人三十餘名。  (1.[63]頁) 




8月 18日 小栗栖香頂、上海を出航、歸國に赴く。〔21日長崎着〕(1.[78]頁) 
 









 第一級 第二級 第三級 第四級 第五級 第六級 
 
漢學 
支那語音 同 同 北京音 同 同 
古文法 同 同 同 同 同 
時文對策 時文敍事 復文 同 時文 同 
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とある。   
 
b. 東本願寺の中國開敎 ―― 淸國内に語學校開設 
 
明治 9年 5月中  小栗栖香頂、上京し、外務卿寺島宗則に中國開敎を謀る 
5月 27日 谷了然、上海出張申附けられる 
奉上海出張命 蓋海外布敎之第一着手也 (2.243頁) 
6月 28日 支那開敎決定 
7月 13日 谷了然ら一行 6名、支那弘敎のために上海に到着 (2.6頁) 
谷了然、寺務所へ語學校開設の目算を聯絡 
7月 16日 假日課表で生徒に敎授(江蘇敎校の開創) 
日野順證、岸邊賢超が生徒  (2.8頁) 
19日 語學敎師・孫藹人(南京音を敎授)を雇う。上海領事館の一角を敎場 
に借受け、語學は午後一時より三時まで。(2.9頁) 
8月 3日  白尾義天ら留學生 6名を派遣  (2.8頁) 
                 ㊟：東本願寺は總計 22名の留學生を派遣した。 










8月 23日 土音敎師に任釣溪(松江府華亭縣人)を雇う。   (2.33頁) 
 第一級 第二級 第三級 第四級 第五級 第六級 
漢學 通辯對話
自在 
對話通辯 同 對話筆談 同 
五言古詩 
敍事筆談 




★明治 9 年 9 月 東京外國語學校、北京官話敎育開始。 
 
10月 16日 第一囘の學力試驗、檢査には小栗須香頂、倉谷哲僧があたる 
その結果は 
上海土語二百語 甲 説敎一席 甲   日野順證 
上海土語二百語 甲 説敎一席 甲   岸邊賢超 
上海土語二百語 甲 説敎一席 甲   白尾義天 
上海土語二百語 甲 説敎一席 甲   遠藤秀言 
上海土語二百語 甲 説敎一席 甲   淨川香雲 
上海土語二百語 甲 説敎一席 甲   龍湖靈鳳 
上海土語二百語 乙 説敎半席 乙   淸原公成 
上海土語二百語 乙          桐山玄豹         (2.250頁) 
であった。                  
㊟：ここでいう説敎とは上海語によるもの。また、「河崎顯成の日記」(2.250-253頁)によ
ると、上海語を中心とする學力試驗は 11月 25日までに 5囘實施されているまた、一
年に一度、進級試驗があった。 







光緖二年丙子九月廿三日 江蘇敎校舍長 日野順證 
上海別院輪番權少講義河崎顯成殿 
右本山へ伺書を出す                     (2.252頁) 
 
10月 18日 上海別院内に設置の敎校を江蘇敎校と稱す。 
これ以前は、單に「語學校」とのみ呼ばれていた。    (6.) 
其別院内設置之敎校江蘇敎校ト可相稱此旨相達候事 事務所長 
明治九年十月十八日 權中敎正 石川舜台       (3.507丁 a) 
10月 19日 江蘇敎校生徒日野順證、江蘇敎校舍長に命じられる。 
 










































 上才 中才 下才 
土語 一日 三十語 一日 廿語 一日 十語 
各自其才ヲ知テ、一日ノ能暗誦シ得ヘキヲ師ニ受クヘシ。 
土語説敎 一日 三枚 一日 二枚 一日 一枚 
三枚ヲ以テ一席ノ説敎トス已下同前 
宗乘 通要義 解文義 讀文字 
要義ニ通スル以上ニ非レハ昇級ヲ准サス。 
詩 五律 一首 七絕 一首 五絕 一首 
毎月一ノ日ニ題榜ヲ揭五ノ日ニ檢査ス。 
文 對策二百言已上 記事百言已上 復文四十字已上 
毎月六ノ日ニ題榜ヲ揭十ノ日ニ檢査ス。 
三經 一日 三枚 一日 二枚 一日 一枚 
 上等 中等 下等 
土語 通辯 綴語五十篇 六千語 
宗乘 七祖聖敎、御本書 和讚、三經 正信偈、御
文 
餘乘 華嚴、天台、倶舍、唯一、隨一、因明 八宗綱要、傳達緣起  
詩 古體二百首、今體二百首 七絕二百首 五絕百首 
文 對策百則 記事百則 復 文 五 十
則、 
記事十則 







經すべきだとしている。また、前揭の明治 9 月 24 日の小栗栖香頂の手紙にある「置本
山於南京、置支院於十八省」という中國全土布敎を敎育内容からも明確にしている。 
 




明治 10年 6月 22日 淸國敎校條規改正 




7月 19日 生徒 8名上海着。    (6.) 
23日 蔣文虎を土音敎師として雇う       (2.33頁) 
8月 2日 任釣溪解雇 
5日 生徒 6名上海着。     (6.) 
 第一級前期・後期 第二級同 第三級同 第四級同 第五級同 第六級同 
語學 英語 同 支那語 同 支那語 同 
印度語 同 英語 同   
作文 英文書牘 
散斯克文 




















同 略述法相義 七十五 
法名目 







――― ――― ――― 四書 大經 觀經 
小經 


























9月 9日 谷了然、支那國布敎主務に申附けらる。 




(3.777 丁 a) 
聞同氏(＊谷了然)話、北京引率生徒、平安開敎於北京城外法源寺境地。號直隷敎校。 
土音敎師李祖禄。         「岳崎正純雜志」10月 23日(2.40頁) 
生徒は、江蘇敎校生徒の遠藤秀言、栗山寬、大山大鳳、久連松良溫、藤野貞順(6.) 
「直隷敎校生徒日課表」摘錄 (2.273頁) 
進級生        試驗生 




明治 11年 1月 9日 敎育課 外國布敎事務掛、支那留學生徒薦擧法則を達示 
薦擧法則中に「一、支那音ヲ以テ四聲ヲ分チ唱ヘシメ其正否ヲ試ム。」とある 
(3.770 丁 b～771丁 a) 
1月 13日 淸國敎校改正條規に追加 
第三章第八條 第三級卒業之上ハ敎授所在地ニ於テーヶ年閒更ニ淸國人ニ附着シ、專ラ
語學ニ從事スヘシ。但シ、居所竝從學ノ人名等、校務主任者ヨリ詳細敎育課ニ具狀シ指揮
ヲ受クヘシ。                          (3.779丁 b～801 丁 a) 
※2月 6日 石川舜台辭職    (6.) 
※  12日 谷了然辭職    (6.) 
(2月 7日～14日)京都・本山の寺務所役員中、石川舜台、谷了然ら海外布敎に積極
的な人物が更迭される。    (2.42頁) 
㊟：東本願寺の財政的困難(それだけに限定されるかは、不明であるが)から、海外布敎







3月 12日 直隷敎校廢止 
直隷敎校廢止達有之。          「岳崎正純雜志」3月 22日(2.40頁) 
㊟：直隷敎校廢止の達示は 1月中ともいわれる。(2.40頁) 
 
3月 17日 江蘇敎校に豫科を設置             (3.827丁 a) 
今般、江蘇敎校中ニ於テ別紙課業之通、豫科ヲ設ケ科中ニ期ヲ分チ毎期六ヶ月ト定メ























江蘇敎校學科卒業生徒人名〔明治 10年 8月 7日～11年 11月 7日〕(3.1023丁 b～4丁 b) 
白尾義天(11年 2月 14日 三級卒業)    遠藤秀言(10年 8月 7日 五級卒業) 
淨川香雲(10年 9月 19日 三級卒業)    龍湖靈鳳(11年 9月 19日 四級卒業) 
崖邊巖 (11年 11月 7日 五級卒業)    望月全祐(11年 11月 7日 五級卒業) 
北畠兼祐(11年 2月 14日 六級卒業、同年 8月 7日 依頼退校歸國) 
藤本見瑞(11年 11月 7日 五級卒業)    本多澄雲(11年 11月 7日 五級卒業) 
瀧義存 (11年 8月 7日 五級卒業) 
☆江蘇敎校の總在籍者は 22名。 
 
c.  中國布敎からの後退――語學校の撤收―― 
    奈良敎師敎校内支那語科設置 
 
※明治 12年 2月 7日 敎師敎校を奈良元興福寺境内に移す。 (3.1069丁 a) 
明治 12年 5月 27日 江蘇敎校を内國敎師敎校内に轉設。 
支那國江蘇敎校 
今般、詮議之次第有之、其校内國敎師敎校内へ轉設候條此段相達候事。 





課目 後期 前期 
句讀 十八史略 四書 
習字 楷書千字文 楷書千字文 
通解 日記故事中・下 日記故事上 
土語 三百言 五百言 
支那音 小經二紙 小經二紙 
詩 五言絕句五首 五言絕句三首 
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明治 12年 11月 1日 申附 淸國北京留學 菊地秀言、同 藤野貞順 
淸國直隷省布敎掛 菊地秀言       (3.1263丁 b) 



























詩 古 體 十
五首 
七律十首 五律十首 五律五絕五首 五七絕十
首 
五七絕五首 













經史 四書 綱鑑易知錄 同 皇朝史略 同 ― 
 前期 後期 
宗乘 改悔文通解 正信偈大意通解 
史學 十八史略一二三通解 十八史略四五六七通解 
南京音 小經 觀經 大經上下 
復文 三則 五則 
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★明治 13 年 1月～14年 7月 慶應義塾支那語
科 
★明治 13年 2月 16日興亞會支那語學校 
           東京で開校 



















のではないのだろうか。このことは、翌 15 年 1 月頃、支那語學分校は再開されたもの
の、東本願寺はそれにタッチしなかったことに示されていると考えられる。このため、
中核であった東本願寺の拔けた穴は如何とも成しがたく、また、東京の興亞會支那語學
校自體も明治 15 年 5 月に閉校されたことをうけてか、支那語學分校は半年程で廢止さ
れている。 
 
○興亞第二分會支那語學分校開業式演説  少敎正 渥美契緣述 


















































































明治 13年 9月 13日 依願職務差免 一等敎授兼支那語學生監督(＊分校校長) 橘智隆 
(4.10月 25日刊第 23號) 
28日 興亞會支那語學科生徒監督 兵庫 圓覺寺住職 佐治實然 
     (3.1476 丁 b) 
10月   龍湖靈鳳 支那語學科卒業        (3.1489 丁 b) 
11月 3日 分校生徒ほぼ 40名 
本(＊11)月三日大坂分會通信云、(中略)分校生徒。今幾有四十名。其授業自午前八點鐘
始。至十二點鐘止。其夜學授業。則午後六點鐘至九點鐘。(5.12月 15日刊第 13輯) 
12月 14日 大阪支那語學生徒敎授 儀同學師補 渡邊法瑞 
16日 興亞會支那語學科生徒監督 進業學員 白尾義夫(＊＝天) 
(4.明治 14年 1月 12日刊第 38號) 
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當亦不少。該校之幸。是本會之幸也。     (5.明治 14年 1月 6日刊第 14輯) 
明治 14年 5月 13日 支那語學科生徒敎授 一等敎授 朝倉觀水 (4.6月 15日刊第 90號) 
6 月 7 日 興亞會支那語學科在勤差解 儀同學師補 渡邊法瑞 上等普通敎校在
勤 同 同。上等普通敎校在勤差解 儀同學師 河尻秀  興亞會支那
語學科在勤 同 同。          (4.6月 23日刊第 94號) 
8月 2日 上海別院を北京へ轉設。      (2.43頁) 
9月 10日 興亞會支那語學科在勤差解 儀同學師 河尻秀 
  （4.9 月 19日刊第 137號) 
10月 1日 興亞會支那語學科在勤差解 儀同學師 楠本靜惠 
(4.10月 13日刊第 149號) 
10月 5日 支那國江蘇省布敎主務 進業學員 白尾義夫 
(4.10月 5日刊第 145號)〔明治 14年 10月中、遲くとも 11月初頭〕 
興亞會大阪分會支那語學校一時閉校。 
11月 5日 支那國留學申附 支那語學生徒 松ヶ江賢哲、松林孝純 










★明治 15年 1～2月 興亞會大阪分會支那語學校再開 
據大坂分會報。(中略)該學校。去年(＊明治 14年)有故。
暫停敎事。今聘淸國浙江人 氏方喩爲師。已開學云。 
(5.明治 15年 2月 28日刊第 25輯) 
再開後の活動は不明。 
★  5月 14日 東京・興亞會支那語學校閉校 
★   7～8月 興亞會大阪分會支那語學校廢止される 
據大坂分會報。此次全員會議。自今撤開其會已决等語。 
(5.明治 15年 8月 30日刊第 31輯) 































































































1.  はじめに 
 
御幡雅文は安政 5年 4月 10日(1858年 5月 22日)長崎の銀屋町に生まれ67 (父は三代目
榮三、母なを)た。『東京外國語學校官員竝生徒一覽 明治 7年 3月』に「下級 3級 御幡
雅太郞(長崎)」とある人物68が御幡雅文と見られる。御幡雅文は、明治  




る。(右の御幡雅文の寫眞は、『東亞先覺志士記傳 上卷』口繪寫眞より轉冩したもの。)    
御幡雅文は、東京(外國語學校在學)→北京(陸軍省派遣留學)→熊本       (御幡雅文) 
(熊本鎭臺)→長崎(長崎商業學校)→上海(日淸貿易硏究所)→日淸戰爭從軍(第二師團司令
部)→臺北(臺灣總督府)→上海(三井物產)に、中國語學習と敎育・實踐の足跡を殘してい












                                                 


































御幡雅文は、東京外國語學校在學中の明治 12 年 11 月 25 日、桂太郞參謀本部管西局長
より山縣有朋參謀本部長への上申書(明治 12年 1月 21日附)に基づいて、東京外國語學校











                                                 
71 昭和 57(1982)年以來、晧臺寺には御幡雅文を含む御幡家の墓所はない。 
 72 
 
くいし、既に明治 12 年の段階で、明治 9 年 9 月以前に派遣された中田敬義の囘想から御
幡雅文の北京留學を推し測ることは無理があろう。 












①『紹古先生口授京話 御幡雅文鈔本 2册』 
背には「紹古先生口授京話 乾(坤)御幡珍［藏］」と箔押しされている。 
印記は第 1葉 bに「鶴江御幡」(鶴江は長崎の別名)の方形朱印。 
『乾』 (毎半葉タテ 226mm×ヨコ 148mm)全 45 葉、毎半葉無界墨筆 9 行毎行 22 字蟲損が
多く、特に第 1～10葉は判讀に難がある。 









②『官話志白問答 不分卷 御幡雅文鈔本 2册』 
背には「官話志白問答 乾(坤)御幡珍［藏］」と箔押しされている。 
印記は第 1葉 aに「鶴江御幡」の方形朱印。 
『乾』、『坤』ともに(毎半葉タテ 155mm×ヨコ 112mm) 
『乾』全 195葉、毎半葉無界墨筆 13行毎行 20字。第 1章から第 164章までを收載。 
『坤』全 165葉、毎半葉無界墨筆 13行毎行 23～25字。第 165章から第 285章までを收
載。 
                                                 








18、20 日施行)に對する「北京留學生試驗成績審査意見書 呉大五郞明治 19 年 10 月 30 日」






③『官話今古奇觀 闋名譯 御幡雅文鈔本 1册』 
背には「官話今古奇觀 御幡珍藏」と箔押しされている。 
印記は第 1葉 a「御幡」の圓形朱印。 




1.「莊子休鼓盆成大道」      2.「裴晉公義還原配」 
3.「轉運漢巧遇洞庭紅」      4.「杜十娘怒沈百寶箱」 
5.蟲損激しく頁を繰れず未確認   6.「蘇小妹三難新郞」 
『今古奇觀』の北京官話譯本と言えば、金國璞譯『北京官話今古奇觀 第一編』(明治 37













が私は疑つてゐる)」〔『支那語雜誌』第 2卷第 6號(昭 16.06.)60頁〕としている。 
 74 
 
し觸れた、明治 19 年 10 月の呉大五郞「北京留學生試驗成績審査意見書」であり、もう 1
































































という、參謀本部のこの指令により、明治 15年 4月 13日、御幡雅文も熊本鎭臺に御用掛
として赴任した。 


































































明治 19 年 9 月の熊本の濟々黌學則改定により、同校での支那語學科は廢止され、明治
17年 4月より就いていた任を解かれた。しかし、その後も有志には中國語敎育を續けてい
た80。 
明治 20 年 3 月、「自序」によれば、「有金國璞之著華言問答者列纂訴訟及商業之語」と
して、場面設定を商店とした課文を含む、金國璞『華言問答』を自ら筆寫し、靑燒き本〔全






                                                 























御幡雅文は、明治 20(1887)年 10月 21 日、熊本鎭臺を非職御用掛となり、翌明治 21年
8 月 28 日淸國留學を申請し、31 日認可されている83。一方、同年 8 月 25 日、長崎商業學
校助敎諭松山等は「今般漢語部御廢止ニ相成專務無之附解職被成下度此段奉願候也」84(下線
は引用者による)として、辭表を提出しこれが認められ、後述する如く學校規則上、長崎外國語學
校からの中國語敎育は、長崎商業學校で存續していたが、この辭職理由から明治 21 年 7
月、つまり、明治 20年度學年末を以って實質的には途絕したことがわかる。しかし、この
學校規則は存續し、それが御幡雅文の囑託就任の道を開いたといえるのである。 








任期は明治 19年 1月 1日―明治 19年 12月 31日、前任の孫士希は明治 17年 4月―明治
18年 12月であった。 
83  『明治 21年「貳大日記８月」』(陸軍省-貳大日記-M21-8-26防衞省防衞硏究所原藏)
國立公文書館アジア歷史センターデジタルアーカイブ。 




85 長崎縣立圖書館所藏『學務課決議簿 敎員進退ノ部 明治廿一年自五月 至十二月
月』所收。なお、敎員給月計豫算［現員月俸支給高(158圓)、殘餘(13圓)］を揭げ、毎




時縣會で縣立長崎商業を長崎區(のち明治 22 年 4 月 1 日より市)に移管することを決定し
ており、同日の御幡雅文の囑託就任決定は、松山等退職後の中國語敎員空白解消を圖った
ものである。こうして、明治 22 年 1 月より、御幡雅文は長崎商業學校囑託として、これ
より商業學校・商業界での中國語敎育に從事することになる。 














表」をみると「漢文書信科 商賣尺牘一年次生二時閒／週 商賣尺牘二年次生二時閒／週 
商賣尺牘三年次生二時閒／週」とあり、その使用敎科書には 
「尺牘薪採 全二册       (著譯者氏名欄未記載、「採」は？…引用者) 
結翰墨緣 全一册  御幡雅文」 









                                                 
(78 頁脚注 85 の續き)は學校の人件費豫算の剩餘から充てられた。 
86 『實業敎育五十年史』(文部省實業學務局,1934;140-142頁)。 
87 長崎縣立圖書館所藏『學務課決議簿 學制ノ部 明治廿三年』所收「長崎商業學校規







『同 明治十五、十六年』、『同 明治十六、十七年』、『同 明治十七、十八年』があり、
『明治十三、十四年』以降のものにはカリキュラムの記載がある。これは「敎育令」公布







それゆえ、明治 14 年 7 月に縣立長崎中學校淸語學部として再興され(明治 7 年以來)、




A.長崎縣布達甲第 31號明治 16年 5月 7日長崎外國語學校規則(長崎縣立圖書館所藏) 
B.長崎縣布達甲第 56號明治 18年 7月 23日長崎外國語學校規則(長崎縣立圖書館所 
藏) 
C.長崎縣令第 21號明治 19年 9月 10日長崎商業學校規則91 
これらを通覽すると、A.を基本としていることがわかる。そして、A.の内容が「長崎縣
嚴原中學校韓語學部規則」92(長崎縣立圖書館所藏「長崎縣布達甲第 21號明治 16年 3月 5
日」)に先行するものと見られること(本論文 81 頁脚注 94 を參照されたい)から、A.は、鱒澤未見
の長崎外國語學校淸語學部と改稱當初の、或いは、縣立長崎中學校淸語學部開校時のカリ
                                                 









91 佐々澄治編『長崎縣達類纂』明治 21年以文會社刊所收(國立公文書館内閣文庫所藏)。 














































                                                 




























     句法 單言單句ノ熟語ヲ移？シ、短略言談ヲ湊成スル等ノ法竝ニ散文吏語等ノ屬法
ヲ授ク。 
































































それは、必然的に、毎期全學年總中國語授業時閒も習字を除き A.の 165 時閒(B.では 150
時閒、)から 37時閒(半年 1期に換算すると 74時閒に相當する)へと減少に現れ、同時に、
全授業時閒に對する A.の比率も體操(毎日 30 分)を除くと 165／280(≒0.59)〔B.では 150








































學校は、明治 18 年 4 月、佛語科、獨語科も東京大學に移管され、同年 9 月に東京外國語






步未定稿本』と稱する)し、明治 20年 10月 21日、明治 15年 4月 13日から在勤していた
熊本鎭臺をやめ99、長崎にもどり100、明治 22年 1月より、長崎商業學校囑託101として、商 
 





会,1999;75-76 頁再引用の「明治 18 年 4 月 11 日以降に書かれたと思われる」文部卿「大
木喬任メモ」、原載は細谷新治,1991 である。また、外交史料館所藏資料 3-10-2-4 による





100 『對支囘顧錄 下卷』577 頁鐘崎三郞傳に「後長崎に出て御幡雅文につき支那語を學
び」とあるが、これは明治 21年 8月のことである。 




案啓蒙』(明治 22年 11月 25日長崎刊)を、明治 23年 8月には、荒尾精の日淸貿易硏究所
(上海)の開所に備え、日淸貿易商會藏版『華語跬步 上編』(小林又七印)103を刊行し、同
年 9月より日淸貿易硏究所で敎鞭をとる。明治 24年には『華語跬步 下編』104を刊行後、
『華語跬步』の字音集である『華語跬步音集』を編んだものと推測される。光緖 17 年 11
月(明治 24年 11月)序刊御幡雅文譯述『生意筋絡』105がある。さらに、北京官話テキスト
『華語跬步』を土臺に相次いで上海語商業會話書――日本の上海語商業會話書の嚆矢であ
る上海・修文書館明治 25 年 9 月序刊『滬語便商』(「問答」は『華語跬步上編』「家常問
答」全 36章の第 35章までの上海語譯)とその總譯の『滬語便商意解』、その續編である『滬
語商賈問答』(明治 26年 5月 12日未定稿)とそれに合綴する『續散語類』(『華語跬步 上
編』「續散語類」の上海語譯)106――を刊行した。一方、北京官話商業會話書としても全百
篇で各業種の店舖での會話集の御幡雅文・桂林合著『生意雜話』光緖 18年 10月序刊(明 
治 25年 10～11月)107を刊行している。そして、日淸貿易硏究所閉所後の明治 26年 7月か
らは、卒業生の實習する日淸商品陳列所でそれを監督し、日淸戰爭勃發後の殘務整理を終
え、明治 27 年 8 月 31 日に歸國、第二軍司令部附一等通譯官として日淸戰爭に從軍した。
このように、御幡雅文は、最初の上海在住時期に、北京官話を軸に、商業中國語テキスト
と上海語テキストの先鞭をつけたのである。 





26 年 6 月 27 日法木書店刊『日淸會話自在』がある。通譯官として日淸戰爭從軍中、明治
27年 11月 28日淸國安東縣第二野戰病院にて病死。 
103 鱒澤は『上編』の原本は未見。「東亞同文書院以前の御幡雅文『華語跬步』について」
(石田卓生,2013)によれば、『上編』は柏原文太郎編『華語跬步』(明治 34 年 10 月１日東
亞同文會刊)と同じものと推論している。 
104 『下編』の封面は「明治庚寅歲八月」(明治 23 年 8 月)だが、桂林の「序」は「光緖
辛卯二月」(明治 24年 3～4月)とあり、『下編』は明治 24年中の刊行と見られる。石田卓
生,2013によれば、『華語跬步音集』の刊行もこの時期と推定している。 
105 御幡雅文譯述『燕語 生意筋絡』(明治 36年 7月 8日文求堂刊)には、桂林の「序」の
日附は「光緖辛卯長至後」(1891 年の冬至後)とあり、香月梅外明治 25 年 3月筆寫『生意
筋絡抄話』(北九州市立中央圖書館所藏)が存在しているので、御幡雅文譯述『生意筋絡』


















明治 28年 10月 10日  臺灣總督府事務囑託任命108 
明治 29年 3月 15日  『警務必攜臺灣散語集』印刷109 
同年 3月 17日   從軍記章授與110 
明治 30年 6月     『臺灣土語讀本』刊行111 
明治 31年 5月 8日現在 祕書課屬調査係囑託112 
明治 32年 2月 1日    文官普通試驗臨時委員任命(土語擔當)113 
明治 32年 3月 6日現在 文官普通試驗臨時委員總督府事務囑託114 
同年 4月 15日   依願退職115 
その後、長崎へ戾る116 
 







                                                 
108 第 1卷 267頁(46)。 
109 第 1卷 202頁(14)。 
110 第 1卷 191頁(13)。 
111 六角恆廣,1999;161頁。鱒澤未見。 
112 第 3卷 311頁(21)。 
113 第 4卷 301頁(1)。『臺灣文官普通試驗問題集 附最近各試驗問題集及試驗規則』(明
治 35年 3月 25日臺北・博文堂刊)61-63頁には、御幡雅文が作成したと思われる明治 32
年總督府施行の日語土譯の翻譯問題、通譯問題各 5題を收載する。 
114 第 4卷 286頁(26)。 





















「物產の對淸國貿易のための人材養成の一つの轉期となったのは」「(明治 31)年 12 月
の支那并臺灣語學硏修規則であ」り、これが「制定される直接の契機となったのは」當時







そして、「支那并臺灣語學硏修業規則」さらに、明治 32年 1月 6日に三井商店理事會で
「支那修業生規則制定ノ件」が、可決された。117 
このように、益田孝は三井物產に於ける中國語敎育を積極的に推進した人物であった。






年 12月に上海支店に着任し、翌 25年 4月上海支店支配人に就任しているので、日淸貿易
硏究所の活動内容も熟知しており、御幡雅文とは面識があったであろう。だから、すでに
                                                 
117 山下直登,1980;320-322頁。なお、益田孝は東京外國語學校廢校に直接關係した東京
商業學校評議委員であったことは、不思議な機縁というべきか。 





















明治 32年 11月 17日   三井物產合名會社上海支店臨時雇として入社決定124 
明治 33年 1月 4日      日本より上海に着く 
 
                                                 
119 石田淸直「對淸貿易及ビ長江視察ニ就テ」(明治 33年 8月三井集會場での講演・三井
文庫所藏－物產 422)では、明治 32 年以來上海支店では買辦を全廢したことを述べるも、
支那修業生制度には觸れていない。 
















同年 1月より      上海支店にて、北京官話・上海語の敎授開始125 
同年 5月 5日      父、榮三、上海にて死去(行年 78歲 2ヶ月)126 
同年中         牧相愛『燕音集』刊127 
明治 34年 5月より 9月まで  東亞同文書院に日曜日出講128     
同年 7月 30日      『華語跬步』東亞同文書院會刊(全 1册本) 
明治 35年 7月現在      上海支店支那語通譯 
明治 36年 7月 8日      『燕語生意筋絡』文求堂書店刊 
同年 10月 1日      『華語跬步』東亞同文會藏版文求堂書店刊 
同年 2月 20日現在     上海支店人蔘掛主任 
明治 39年 8月 24日現在   上海支店官省掛主任 
明治 40年 5月 15日現在   上海支店官烟軍器掛主任(官憲交渉方) 
同年 7月 5日     『滬語津梁』文求堂書店刊 
明治 41年 1月       『滬語便商一名上海語』上海刊129 
同年 9月 25日     『增補華語跬步』文求堂書店刊 
同年 3月 13日現在    上海支店官憲交渉方 
同年 6月 5日     『滬語便商一名上海語總譯』上海・赤羽正巳刊 
明治 42年 12月 1日現在   上海支店淸語掛 
                                                 
125  
 官話滬語日課表 
月 授 業 抄 話 
火 授 業 讀 法 
水 授 業 翻 話 
木 授 業 讀 法 
金 授 業 抄 話 
















明治 43年 4月 30日     『增補華語跬步總譯 上卷』文求堂書店刊 
同年 6月 10日     『增補華語跬步總譯 下卷』文求堂書店刊 
明治 44年 11月 17日現在   上海支店淸語掛(最後の職名と思われる) 


















正確には、理事會會議錄の明治 33 年 3 月 5 日「支那修業生ヲ上海ニ集ムルノ件」に添附










                                                 
130 三井文庫所藏(物產 144)『明治三十三年上半季會議錄』所收。 
131 山下直登,1980;330-331頁。 







































                                                 


























































































































 1. はじめに 
 















二針眼紙縒り綴じ。縱 245㎜・横 165㎜。全 2冊〔上冊(朱で一號とある)66葉、下冊(朱で二
號とある)63葉、計 129葉、葉數附けは上冊の二十二に止まり、以降は未記入〕。無邊、無界。
縱書き墨書、上下二段で、上段に『燕京婦語』漢語原文、下段に鈔者・北邊白血自身によ
る日本語總譯を配す。上段は毎半葉 12 行 10 字(話者を示す一字を加えると 11 字)、各字
には四聲を示す朱圈點と、有氣音には更に字中央に朱點を附す。但し、發音表記は無い。















































第一課   鄰人婦女早遇(假題)    第二課   鄰人男婦午遇 
第參課   鄰人婦女夕遇       第四課   中外婦人初會   〔全三節〕 
第五課   戚屬探望    〔全六節〕第六課   鄰婦過談遊山   〔全六節〕 
第七課   中外男婦賀年  〔全四節〕第八課   中外男婦送行   〔全三節〕 
第九課   中外婦人接風  〔全三節〕第拾課   中外貴顯婦人會晤 〔全二節〕 
第十一課  中外貴顯男婦會宴〔全六節〕第拾二課  親友男婦賀壽   〔全十四節〕 
                                    以上(上冊) 
第拾三課  陞官戚屬致賀  〔全六節〕第拾四課  買布裁衣      〔全九節〕 
第拾五課  作衣      〔全三節〕第拾六課  種花        〔全三節〕 
第拾七課  打掃屋院    〔全六節〕第拾八課  召裁縫匠作衣   〔全三節〕 
第拾九課  召首飾匠製簪釧 〔全三節〕第二十課  召賣花者買花(假題)〔全三節〕 
第二拾一課 召翠花匠修理鈿子〔全四節〕第二拾二課 尋房租住     〔全十節〕 








































                                                 





























さて、日淸戰爭の勝利後、日本人の中國居住者數をみると、明治 23(1890)年度 863 人



































明治 38 年 3 月 13 日、東京市小石川區表町の淑德女學校(現・東京都文京區小石川の私
立淑德學園高等學校)校長・黒田眞洞から、同年 4月 10日を以て、校内に「私立淸韓語學
講習所」を設立したき旨の認可願が東京府に提出された146。 















                                                 
























































































    




















































































































































































一金 壱千百貮拾五圓也        壱箇年收入 
内譯 
一金 六百圓            淑德婦人會寄附 
一金 四百九拾五圓   生徒三拾名十一箇月分授業料 
一金   三拾圓         生徒三拾名入學料 
支出 
一金 壱千百貮拾五圓也           壱箇年支出 
内譯 
一金   五拾圓          校長一箇年謝儀 
一金 八百四拾圓             敎授報酬 
一金   六拾圓             幹事手當 
一金   八拾五圓       敎場費使丁費及雜費 





































                                                 


























































































































































ところで、北京語「去 kè」の記載は、T.F.Wade『尋津錄』(Wade,1859)の Syllables in  
Peking Dialectにあり、「去」の音として c'hü とともに k'oを竝記している。同じく『語
言自邇集』(Wade,18671)の平仄編にも同じ記述がみられるが、同書「練習燕山平仄編」で
は、k'o欄で「去」を採っていない(1886年第二版本も同じ)。このため、この部分をその
まま翻刻した廣部精『亞細亞言語集 支那官話部』161には、「去 kè」が無い。また、Progrressive 





ない。また、同書の A Commparative Chart of the Sounds in Five Dialectsの表には、
「去 k'ü'」は Nanking soundであり、Peking soundでないことを示している。一方、1900
～1910年の日本の辭書類を見ると、牧相愛『燕音集』(明治 33年陰曆 12月序刊)は『華語
                                                 
159 本節の『小額』の記述は『小額 社會小説』(太田辰夫・竹内誠,1992)による。 
160 「『燕京婦語』所反映的淸末北京話特色」(江藍生,1994)によれば、現代北京語にも見
られる用法であるという。 







那語辭彙』(明治 37 年 12 月東京・文求堂刊)、岡本正文『支那音聲音字彙』(明治 38 年 4
月東京・文求堂再版增刷本による)、岩村成允『北京正音新字典』(明治 39 年 4 月東京・


























                                                 
163 但し、『小額 社會小説』では、「〝去〟という字の方言音であって滿洲語ではな
い」、と注解する。なお、前揭『滿洲文學考』で言及する「喀」は、韓起初『劉巧團圓』
(拙論は 1949年北京・新華書店初版 1953年 2月北京・人民出版社重排第一版本による)
に 15例見られる。また、「喀」には語氣助詞「吧」と同じ用法もあることを注記する。
しかし、これらの「喀」は淸末北京語ではなく、邊區(陝西)の方言である。さらに、大







・數字は『燕京婦語 ―― 翻字と解説』(鱒澤彰夫,1992)で原文發話順に振った番号 
  (原文の各一文毎に附けた番号ではない)である。 
・旗人の對旗人の發話には無印、對日本人には J、對下僕には X、對出入りに商人には M 





第 1課 ――――  ―――― 
03甲 二大爺進裡頭克了麼？   
04乙 進裡頭克了。   
06乙 上學克了。   
16乙 上街溜達克,都快囘來了。   
27 有工夫兒克。   
第２課 ――――  ―――― 
03婦 您没上舖子克麼？ 25婦＃ 我囘來,去。 
04男 待會兒克。   
 您阿媽上衙門克了麼？   
05婦 上衙門克了。   
08男 二爺作買賣克了麼？   
09婦 您姪兒作買賣克了。   
22男 我找他説話兒克。   
第３課 ――――  ―――― 
34女 趕明兒克。 12女＃ 明兒去。 




第５課 ――――  ―――― 
26甲 我姥爺上那兒克了？ 100甲 您多會兒上我們那兒去呀。 
27丙 怹進裡頭該班兒克了。   
29丙 他上您姐姐那兒克了。   
30甲 我兄弟他們上學克了。   
31乙 都上學克了。   
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101丙 有工夫兒克。   
第 6課 ――――  ―――― 
04乙 我們姑娘他們逛香山克。 06乙 我就叫他帶着他兄弟去了。 
05甲 您姑娘同着誰逛克了？ 15甲 我同着您哥々去逛了一盪。 




21甲 那兒還常有外國人去逛克哪。 21甲 那兒還常有外國人去逛克哪。 
30乙 我們逛克。 44乙 再往那麼去,就快到了玉泉山兒
了。 




56乙 您上我們那兒坐着克呀。   
第７課 ――――  ―――― 




  49中 J 要是娘兒們甚麼的上人家裡去, 
人説是不吉祥。 
第８課 ――――  ―――― 
  25中 J 您上公使館去了麼？ 
  29中 J＃ 您這一去得走幾天呢？ 
  31中 J＃ 要竟説走連去帶囘來也就用二
十天的工夫兒。 
第９課 ――――  ―――― 
  13中 J＃ 太太這連去帶囘來也有三多月
了罷？ 
第 10課 ――――  ―――― 
16中 J 怹没在家,進裡頭克了。 24中 J 今兒個打裡頭出來,還要上西城
拜客去哪。 
40中 J 這幾天没上那兒克。   
42中 J 我還要到太太府上請安克哪。   
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第 11課 ――――  ―――― 
  31乙 J 您今兒個没進裡頭去麼？ 
  55乙 J 我還聽見説增將軍叫俄國兵給
裹了去了。 
  60戌 J 他們那兒二少爺還上我們那兒
去了哪。 
  79乙 J 今兒您上那兒去了？ 
  91乙 J 二哥前兒個上那兒去了？ 
  113乙 J 我要囘去了。 








67乙 X 伱們吃飯克罷。 70甲＃ 您先去。 
我打裡頭囘來再去也不晩。 
76乙 X 劉昇, 您跟了我克。    
121子 剛唱過頭一個戲克。   
151卯 您今兒個没進裡頭克麼？   
170辰 我給大嬸兒叩頭克。   
179壬 請您棚裡坐着聽戲克。   
187乙 我過克。   
188丑 您往裡克罷。   
189乙 那麼您往裡克。   




第 13課 ――――  ―――― 
40乙 差一點兒没陞到廣西克。 14乙 今兒打裡頭囘來,拜客去了。 
52乙 怹要把張裁縫帶了克。 23甲 您跟我舅舅一塊兒去呀。 
53甲 怹帶了張裁縫克也好。 24乙 我先不能跟着去哪。 
54乙 張裁縫也願意跟了您舅舅克。   
55甲 跟班兒的怹要帶了誰克呢。   








第 14課 ――――  ―――― 
03甲 今兒我帶伱買布克。 41甲 給他一個,叫他去罷。 
04乙 上那兒買布克呀？ 63甲 給他一個大,叫他去罷。 
05甲 上後門買布克。   
32甲 伱往裡克。   
42庚 二嫂子您上那兒克？   
43甲 上後門克。   




78甲 您囘克了。   
79壬 囘克了。   
152甲 M 囘克了。   
154甲 M 我們溜達着囘克。   
158乙 偺們往那麼瞧瞧克呀。   
164乙 偺們囘克。您給我裁衣裳啊   
第 15課 ――――  ―――― 
25甲 二姐這兩天没上那兒克呀。 50甲＃ 明兒去。 




第 16課 ――――  ―――― 
48甲 囘頭下了學,再瞧種花兒的
克。 
21甲 X 怎麼這麼早都開過去了。 








等着土落下克。 34甲 X 伱和老趙把桌子甚麼的都挪過
去照舊都擱好了。 




第 18課 ――――  ―――― 
  63乙 M 伱囘去了。 
第 19課 ――――  ―――― 
  55乙 M 伱囘去了。 
第 20課 ――――  ―――― 
10乙 偺們瞧瞧花兒克。   
第 21課 ――――  ―――― 
19甲 X 伱瞧瞧這兒土拿担子在院裡担
担克。 
41甲 M 那麼伱就連鈿盒拏了去罷。 
  49甲 M 伱囘去了。 














55丙 赶明兒我要去瞧瞧克。 75丙＃ 您先去到門口兒言語一聲兒您
拍門罷。 










100丙 往那麼瞧瞧克。   
121丙＄ 是您家克了。   

















對旗人     79例〈旗人の去〉對旗人   18例    計 97例 
對雇人      5例       對雇人     4例     計 9例 
對商人      2例       對商人     4例    計 7例 
對日本人     4例       對日本人    10例    計 13例 
《旗人の克》對旗人の〝｢動作の目的地」＋克＋文末助詞〟の形式の１例 
                                                 







頁⁻行 發話者➽ 克 ➽ 對話者 
11-12 少奶奶 您瞧瞧火克吧。 老王(僕婦) 
15-05 伊太太 老王啊,瞧門克。 老王 
15-12 伊太太 伱們老太太也家克啦吧。 祥子 
15-13 祥子 還没家克哪。 伊太太 
15-14 伊太太 伱們大奶奶怎麼没跟克呀？ 祥子 
16-03 祥子 剛纔他們那一黨找我克啦。 伊老者 
20-03 伊太太 王媽,王媽,老王瞧門克。 老王 
20-05 伊太太 我瞧瞧克得啦。 善金(大爺) 
24-02 伊太太 善全哪,伱給拿三吊錢克。 善全(二爺) 
27-04 票子聯 大姐,請囘克。 伊太太 
27-12 大爺 我去瞧瞧克得啦。 善全 




計 90例           計 37例   總計 128例    
《旗人以外の克》雇人對雇人 1例  

















人では選擇機會 12 囘のうち「克」の選擇は 4 囘、對雇人では選擇機會 9 囘のうち「克」










                                                 
165 雇人と商人とには、「克」の使用に差がないので、非旗人と一括した。 
166 前揭『北京語初探』(胡明揚,1987)では、「嗻 zhè」も旗人の應諾の感嘆詞とするが、
『燕京婦語』には、「嗻 zhè」は現れないが、應諾の「喳 zhā」が見られる。この「喳 zhā」
の用例を見ると、旗人も非旗人も使用しているが、旗人は非旗人の前では使用しておらず、

















「去 chü 總テ此ノ音ノミヲ用フ北平ノ俗語トシテ此ノ去ヲ k'e1或ハ k'e4トモ發音ス」と














                                                 





した。これは、(Edkins,1862)の k'ü'と ch'ü の二聲倂記は、彼が耳にした北京での官話の）
實態であったと説明できる。それゆえ、鄭永寧は「中州官話」を推したが、廣部精は「官






















































































































い中國語敎育の動きは、1930 年代から 8 月 15 日の敗戰までの中國語敎育の高揚をその内
側から準備したのである。 
1930 年代から約 15 年閒に渡る中國語敎育の高揚とは、日本の大陸進出に伴うように、
中國語も大いに學習されたことである。例えば、新刊點數は『中國語關係書書目(增補
版)1867～2000』(六角恆廣,2001)によれば、同時期には約 610點を數え、これは戰前の全
發行點數の約 57％を占める。1980 年代の約 340 點、1990 年代の約 300 點という數と比較
してみても、1930年以降の中國語學習の隆盛の一端が窺える。さらに、量的な增加ばかり
ではなく、質的にも、大きな飛躍があった。それらは次のようなものである。①.1931 年
２月のラジオ講座「支那語」の開講(滿洲では 1927 年 4 月)により、誰でも家庭で中國語
























































































































                                                 















































































































                                                 
172  舊來知識人も含まれるが、事實上、壓倒的多數は文盲の農民である。 
173 『急就篇』は、關西大學鱒澤文庫所藏『官話急就篇』は、明治 37年 8月初版、昭和 7
















































































「１、一個慈藹的兵丁 謝冰心 ２、背影 朱自淸 ３、寄給母親的信 呉曙天 ４、
劉半農 談影 ５、老柏與野薔薇 陳衡哲 ６、貓 鄭振鐸 ７、學問之趣味 梁啓
超 ８、勝業 周作人 ９、一個人在途上 郁達夫 10、書生的一週閒 趙景深 11、
呼冤 章衣萍 12、小品和蒼蠅 傅東華 13、秋夜 魯迅 14、幽默解 林語堂 15、
喫茶 周作人 16、談趣味 朱光潛 17、牛 沈從文 18、擡頭見喜 舒慶春(老舍)  















































































                                                 
176  杉武夫は、『現代支那語講座』の執筆者の一人で、「書簡篇(商用文)」を擔當した。 
177 『現代支那語講座』は、全 10冊、入會金１圓 50錢、入會者のみに配布、全卷一時拂











































































































































































































1897 年 11 月山東省内でドイツ人宣敎師 2名が殺害されたことを好機として、膠州灣一












ア、Ferd.Lessing, Wilh.Othmer183共著 Lehrgang der nordchinesischen Umgangssprache
（漢語通釋）(全 2 卷)Tsingtau 1912 年 11 月 Deutsch-Chinesischer 印刷出版所
(Walter Schmidt)刊。以下、『漢語通釋』と略稱する。)184 
イ、Max.Bunge185著 Kleiner Deutsch-Chinesischer Sprachfüher für den Deutschen Soldaten 
in China.Tsingtau 1914年 5月第 2版序 Adolt Haupt刊。（書名譯186：『駐留ドイツ兵のため
の中國語會話ガイド』、以下、『ガイド』と略稱する。） 
である。 
ア.の『漢語通釋』は、新出一千漢字で全 49 章からなる北京官話の會話書である。第 1
卷は、全 433頁で冒頭に槪説を置き、各章は新出漢字、語句の注釋、課文、譯文の構成で






184 「序文」によれば、1910年 1月に舊版を出版している。http://www.subitodoc.de/ 











客 ko(ke)、行 hsing(hing)、江 djiang(giang)、有 yo(yu)、騎 tji(ki) 
第 2 卷は、全 160 頁で第 1 卷全 49 章課文をドイツ式中國語發音表記で北京音を表記し
たもので、“山東”方言音表記によってはなされていない。また、各單語はハイフンで字閒
を繋いでいる188。附錄に Wade式表記との對照表も附されている。 







   として、北京音は採られていない。さらに、白 be(bai)(鱒澤注：beはピンイン表記では bei)、國 gui(guo)
と表記し、北京音を括弧内においている。しかし、「ö steht manchmal in pekingaussprache 



















(北京音)      (『ガイド』採用音)   (北京音)      (『ガイド』採用音) 
dji, tji   →   (團音)gi, ki  hsi       →      (團音)hi 























































                                                 
189 「Klasse 1」(譯：初級)のみ揭載されている。 
 『ガイド』の原方言音表記 北京音表記 
伱們往那裏去 ni-men wang na3-li kü? ni-men wang na3-li tjü? 
那＊一個村叫下王古莊 
（＊鱒澤注記：那は疑問詞） 
na i go tsuen giau Hia-
wang-go-tschuang？ 
na i go tsun djiau Hsia-
wang-go-tschuang? 
我是卽墨人 wo schï Dsi-mi (-jen). wo schï Dsi-mo (-jen). 
現在沒有了 hiän-dsai mu-yu(或いは
me-yu)la. 
hsiän-dsai me-yo la. 
有一些橋  yu i-hsiä kiau. yo i-hsiä tjiau. 
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された滿鐵の語學檢定試驗(規則は大正 11 年 11 月に改正され、筆記、口述の試驗を課す
など整備された)であった。その合格基準は他の資格試驗に廣く用いられた。例えば、日本
占領下の靑島でも、大正 4 年 10 月、在職 6 ヶ月以上の日本人雇人に對する山東鐵道運輸
                                                 
190 該規則改正前のものは鱒澤未見。 






































                                                 























































































































































                                                 


































                                                 













































































































































                                                 














        【中國語特に土語土音に對する態度】    (下線は引用者による。) 






























































































































































                                                 






















 (A)表 『簡易滿洲語自習書』を中心に他の 3書と比較した土音表 
                                                 











（奉天省地方語を主）   （新京附近及此の附近以北） 
茶,差,岔,叉,挿(ツァー) 茶,差,岔,査(ツァ) (ヅァー) 「岔氣兒＊」tsa4-ki4-rh1 
扎,箚,乍,詐,炸(ヅァー) 炸(ヅァ)   
柴,拆    (ツァイ) 柴(ツァイ)  「柴＊」tsai2 
摘,宅,擇,寨,齋(ヅァイ) 宅(ヅォ)    




   
張,長,丈,賬,章(ヅァン)    
抄,吵,炒,鈔,朝(ツァオ)    
招,找,笊,照  (ヅァオ)  找(ツァオ)  
街,稭     (ガイ)  介(カイ)  




知,之,紙,只  (ヅー) 指,枝,至,紙,芝（ヅ)  「肢＊」zu2「指頭」zu3-tō2 
「治＊」zi4「脂＊」tsu1 
「手指頭」shŭ3zŭ2to3 
戳205,觸 (ツォー) 戳(ヅォ)   











出        (ツー)    
諸,竹,主,住   (ヅー)    
抓        (ヅォワ) 抓(ツォア)   
川,穿,船    (ツォワヌ) 川,穿,船,串 (ツォアヌ) 船(ツォワン) 「暈船」un4tzaŭn2 
窗,床       (ツォワン) 窗,庄(ツォアヌ） 窗(ヅォワン) 「創＊」tzoan4 (ママ)「床」tsowan1 
莊,裝,壯    (ヅォワン)    
春        (ツゥヌ) 春,唇,鶉(ツゥヌ)  「唇＊」tson2 又ㇵtzon2 
准        (ヅウヌ)    
沖,虫ママ (ツォン)   「蟲」chon2 
中,鐘,種,衆  (ヅォン)  中,種(ツォン)  重(ヅォン) 「種莊傢＊」chon4tzoan1gya4 
「中＊」zon1「重＊」chon1 
「腫＊」chon3「腫＊」zon3 
然,          (ヤヌ) 染(ヤーヌ)  「然」jen2「自然＊」tzŭ4-jen2 
「傳染病＊」tzan2-jen3-ping4 
讓             (ヤン) 讓(ヤーン)  讓 少シ長ク「ヤーン」 
饒,擾,繞       (ヤオ) 擾(ヤオ)   
熱            (イェー) 熱  (イェ)  「熱＊」ie4 
人,仁,忍,認    (イㇴ)  人(イン) 「人＊」in2,jên2ニテハ理解セズ 
扔,仍          (ノン)   「棄」lon3辭書ニハ ch̒i4アレド北滿
ニテハ知ル者ナク「扔」ヲ示ス 
日             (イー) 日 (イ) 日(イー) 「日期＊」ih4ki1 
「日本軍＊」i4pen3gün1 ,i4pen3zün1 
肉             (ヨウ) 肉 (ヨ)   
如,入,褥       (ユー) 乳,褥,儒（ユイ）  「揉」yu2「入」yü4 又ハ yo1 
軟            (ヨワㇴ) 軟 (ヨアーㇴ)   「若」yao4, yo4ハ聞カズ 
肐,割           (ガー) 割,渴,磕(カ)   
 葛,蛤(ガ)   
擱           (ガォ) 擱 (ガォ)  「擱」gao1ノ如ク稍短カク發音 
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雷,累,涙      (ロイ)    
掃,嫂,臊      (ソー)   「澡*」so3 又ハ zao3「告＊」go4 
「掃＊」so3 
砂,沙,殺      (サー) 砂,殺 (サ)   
晒         (サイ) 晒   (サイ)   
山,扇,鱔      (サㇴ) 山 (サン) 山(サン) 「山＊」san1,shan1ニテハ理解セズ 
商,傷,賞,上    (サン)    




      (有識者は) shê-ma1 





「時候」sŭ2-hō4「時」shih2ヨリモ sŭ2  
「氏」su4 (ママ) 
「事情＊」su4ch̒ing (ママ)「事＊」su4 (ママ) 
「近視＊」kin4-su4 (ママ)「收拾」shü1shi2 
「紅十字會＊」hon2shi1zŭ4hoi4 
書,署,數,樹,嗽 (スー) 贖,數,屬,熟 (スゥ)  「嗽＊」su4「咳嗽」ko2so4 
刷,耍      (ソワ) 刷 (ソァ)   「書」sho1 
摔,帥,率   (ソワイ) 摔 (ソァイ)    
拴      (ソワㇴ) 拴, 雙,爽,霜 (ソアン)    
誰,水,睡,税   (スイ) 誰,水,睡,   (スイ) 誰,水(スイ) 「睡覺」sui4zyo4 
説       (ソー)    
端,短,段    (ダㇴ) 斷,團,段 (タㇴ)  「斷＊」dan4「亂＊」lan4 
 給(コ)   
 虹(チアン)   
 順  (スン) 順(スン)  
 參(セン) (參崴) 參(シン)  
 學(シォ)   
 捎(サオ)   
 訴(スン)   
 寺(ツ）  「痔」tzŭ4,知ル者極ク稀。 
 松(シュン)   
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 重(チェン)ママ  「重」ch ̒ong2 
 禎 (チォヌ)   
 暖(ナーヌ)  「暖和＊」nan3-ho2「溫和＊」ŭn1-ho2 
Andノ「和」、hai4,ho2,4アレド北滿ニ
テハ ho2ヲ使用スルモノノ如シ 
 泥(ミ)   
 黑(ホ) 黑(ヘー)  
 北(ボ) 北(ボー)   
 薄(ボ)   
 麥(モ) 麥(モー)  
 藥(ヨ)   
 磊(ラ)   
 閏(ユイヌ)   
 榮(ヨン)   
 瑞(シュイン)   









九(キュ) 「救＊」日本語ト同ジク kyu2「球＊」日本語ト同ジク kyu2  
江(キヤン)  






「家」zya1,輕ク gya1トスレバ無難,「家裡」ノ時 gya1「駕」gya4 
「加＊」gya1「架子＊」gya4zŭ1「勁＊」gi1 
今,近,金(キン) 「今＊」kin1「今年」kin1-nien2,日本語ニ近ク kin1nen2ニテモ可 
「近視＊」kin4-su4 (ママ)「近＊」kin4 
幾,鷄,給,吉(キー、キイ) 「幾＊」gi3 又ハ zi3「急」gi2 又ハ zi2「給」gei3 又ハ gi3「自己＊」zugi3 
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軍(キュン) 「軍＊」gün1 又ハ zün1 




行(ヒン) 「刑＊」hin2 又ㇵhing2 
下(ヒヤー) 「瞎子＊」hya1zŭ1「下」hi-ya4ノ如ク聞コユ「下囘＊」shia4hoi2 
鄕(ヒヤン) 「胸＊」hün1  
歲(セエ) 「歲」sui4日本語ノ「水」 












「個」ga4 又ㇵgo4 又ㇵko4「可」k ̒a3 
la1ハ過去の「了」、滿洲ニテハ「了」ガ語尾ニツイテ lyo1 又ハ liao3ノ如ク使用「尿」nyo4日本語ト殆ド同ジ 
過去,條件の「了」la1ヨリ lyo1ト云ヘバ理解セシメ易シ「鳥」niyol3「ニョル」ト「ニャオ」ノ中閒 
「年」nien2、nen2 
「血」hsüeh4,hsüeh3 hsüeh4ヲ主ニ使用「血＊」hie4「吐血」to4-hie3 又ハ to4-hsüe3 
「怎麽」za2-n-ma3 
「姐々」zē2zē3「大姐」ta4zē3中流以下ニノ姉,「姉」zu3 (ママ)「姉」ノ代リニ「姐」chierh3モ可 
「脈＊」mai4(引用者補注： Wade 式發音表記では mo4)瞧一瞧脈(土語)＝看々病 
「初次＊」tzu1-o-zuto4 (ママ) 











「臂＊」pi4 又ハ hi4 
「按」an4 (non4,nan4ト發音セルヲ聞キシコトアリ)「愛」nai4 
「撰」zowan4 





















































「旁」pang4ト p̒ang4ノ 2音アリ 
「握＊」wo3,北滿ニテハ專ラ wo3ヲ使用シ wu4ハ少ナキガ如シ 
「塵」zin2,chin2ト發音セバ無難「撢塵」ハ理解セザル者多シ、灰撢一撢ハ何人ニモ理解セシメ得タリ 















「戌」元來 shu4,shin4又ハ wu4ト發音スレバ兎ニ角理解セシムル 
「希＊」hi1 












































兩者に共通するのは、北京官話の卷舌音が全て、卷舌化せず、r ⇒ i  ,sh ⇒ s , ch 
⇒ c, zh⇒ zと對應している。「所」のように反對に s ⇒ shの例もある。母音は、ie ⇒ 
aiの對應が目立つ。 
ほかの點は、多數例示の『衞生部員ニ必要ナル滿洲土語』によれば、en ⇒ un, の對應










「子」zŭ3ニテ可(引用者補注：Wade 式發音表記では tzŭ3) 
















































































添附されなかったものもある)。第 1 号は大正 4 年 4 月 3 日刊、終刊は第 1361 号(大
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正 11年 11月 9日)である。 






















年月日表記は、例えば、大正三年 8月 23日を「3.08.23」と記す 





11.07  日本軍靑島占領、靑島と李村に軍政署を開設[61] 
大正４(1915)年 
４.01.18  日本對華 21ヵ條の要求 
02.01 靑島軍政署支那語夜學校開校 [B] 








































同日  靑島日語學校開校 
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       「靑島在住支那子弟ノ日本語ヲ硏究セントスルモノノ爲ニ更ニ本(7)月 16日ヨリ
新學期ヲ開始ス希望者ハ願書ヲ北京町公學堂内靑島日語學校ニ差出スヘシ」
[33]とあり、その譯文に「第二班新生」とあること、新學期開始期日が靑島公學
堂の開校日(3月 16 日)との日と一致することから、靑島日語學校の開校を 3 月
16 日とした。しかし、8年 5月現在調査による[B]では、4年 4 月生徒數欄を空
欄にし、(7.03.30)を靑島日語學校の創立年月日としていることから、[33]に記
載された靑島日語學校は、閉鎖されたと考えるのが妥當のようである。 
                 (3.20)上利恭助、納十郎、山中六彥、靑島守備軍小學校訓導[CR]に 
                     なお 山中六彥は 4年 12月に支那語夜學校卒  
03.30 靑島守備軍靑島小學校、靑島守備軍李村小學校設置[F]   
(04.17)岩城[舊姓 米田]信太郎、靑島小學校訓導[CR]に 
04.03  『靑島守備軍公報』創刊 





灰牛石公學堂、香裡公學堂開校 [B]  （候＊１は侯の誤りであろう） 
(06.30)池田淸、李村小學校敎員に[CR] 
         (09.30)谷口林右衞門、李村小學校訓導兼校長に[CR] 
04.27  靑島小學校溜川炭鑛分敎場開校[B] 
５月中 李村日語學堂開設[E54 ｵﾓﾃ] 
「軍政署ハ着々施設ヲ進メ衞生事項ニ力メ敎育ヲ奬勵シ 
五月李村日語學堂ヲ創設セリ」 

























但し、少なくとも[B]には記載がないことから(8 年 5 月現在)には閉校してい
る。 
大正５(1916)年 
５.03.01  支那語夜學校規則制定[108] ４.02.01の條參照 
     「支那語夜學校規則」によれば、「簡易ナル北京官話及時文ヲ敎授スルヲ目的ト」































「靑島守備軍公學堂規則」によれば公學堂は 5 年制で 1 週 25～26 時閒中、華語 1

















        「日本人又ハ支那人ニ對シ日常必須ナル日本語又ハ支那語ヲ敎授スルヲ目的ト




は、第 1 學年は官話急就篇、第 2學年は官話指南及び支那時文課本(不明)。第 1
學年は日本語讀本卷 1～4、第 2 學年は卷 5～8〔滿鐵地方課編纂係による『附屬
地敎育硏究會編纂公學堂日本語讀本』5.03.□.8卷完成](國語文化學會編『外地・
















                  (03.25)和田作十郎、坊子分敎場勤務に[CR] 
03.30  「靑島公學堂内ニ設置シ修業二箇年トシ夜閒學校ヲ爲シツツアリ。目下敎師 5
名ノ下ニ 180名生徒アリ、成績頗ル良好ナリ」[F:131頁] 
03.31  靑島日語學校開校[B](日支語學校規則制定後に新たに開校されたという意味において) 
(03.31)櫻田有@、靑島日、支語學校長事務取扱・兼勤に[CR]  
  以下、@を附す者は、㍽ 9.6.30 現在、當該の職に在職または、兼務していたことを示す 
(04.08)加賀美五郎七、李村尋常小學校訓導、李村公學堂長兼敎師に 
 [CR] なお、加賀美五郎七は臺灣國語傳習學校卒業 
04.10  李村日語學校開校[B] 
(04.10)加賀美五郎七@、李村日語學校長及李村日語學校敎師兼務に 
 [451][CR] 
















10.08  張店日語學校、張店支那語學校開校[538,B] 
10.09  第一靑島尋常高等小學校四方分敎場開校[B] 
(７.12.02) 山中六彥、上利恭介、休職  
















岡田瓢は明 7.01.13生 東京外語卒業 
現在のところ、この記錄が靑島中學校での中國語敎育がなされたこ
とを具體的に明示した初出のもの。岡田瓢は、靑島日本中學校と改





















       (05.20)近藤龍雄×靑島日語學校敎師囑託退職す[875] 












































とした。岡田瓢は、『大正 13 年 靑島日本高等女學校槪覽』にも記載されてい
るのが初出であるが、既に靑島中學囑託敎師であったことを考慮するならば、
12 年 6 月 30 日から靑島高等女學校にも兼務していた[C](14 年 1 月調 靑島日
本高等女學校) 












     (01.16)小林新三郎、李村公學堂副堂長・兼務[1215] 
(01.16)高橋久造(第二靑島尋常小學校訓導)、 
墓西公學堂副堂長兼敎師に[1215] 


































第 8條補修科學科目表に「支那語」とある      
大正 13(1924)年(月日不明) 靑島日本中學校師範科開設    
















































































209  北浦藤郎「口頭練習によるはなし言葉の型の練習」『書架』Vol.1原載((175 頁脚注欄に續く)  
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と、普通話敎育時期に入った前後の 1960(昭和 35)年頃210批判している。 




























                                                 














































213 同書の自「序」(明治 45 年舊曆 7 月記)と宮越健太郞「序」によると、文楨は、字は































                                                 
214 引用者が據ったテキストは、刊年不明、全 99葉、半葉 12行 27字、奧附に「長縣崎」
と誤植の有るもの。『官話指南』は、呉啓太・鄭永邦合著金國璞改訂『改訂官話指南』(明





原書 T・F・Wade『語言自邇集』(1867年初版本)、1886年第 2版本、1903年第 3版本もこ
の部分には變更がない。 
216 『急就篇』(昭和 8 年 10 月 5 日改訂)も引用部分は同文、『改訂急就篇 會話篇』(昭和
47年 4月 1日 5版)は文末に感嘆符を附す。 




pratique de la Langue Chinoise parlée à l̓usage des français 第 2版(1892年刊)が初出であろ
う。但し、“這一向您好”の形では、同じ著者による『京話指南』vol.1－4(1888－1889年
刊)の vol.2(1888年刊)が初出ということになる。 
Imbaut-Huartの著書 3點218――1、Imbaut-Huart,1885:Manuel pratique de la Langue Chinoise 
parlée à l̓usage des Français(第 1 版 1885 年刊) 2、Cours électique,graduel et pratique de 
langue chinoise parlée (京話指南)(1888－1889年刊、3、Manuel pratique de la Langue Chinoise 









東洋文庫所藏の 1910 年までの中國語テキストをアトランダムに調べてみると、1903 年刊
Vaudescalの Etude éléntaire de la langue chinoise.Avec le fascicule spécialcontenant les phrases 
en caractères chinois の 13E Dialogue に「1 錢老爺好啊 2 好 老爺好 3 好好」、





                                                 
218  いずれも、國立國會圖書館支部東洋文庫所藏による。 
219 參考例としては、1898年刊 Goodrich『官話萃珍』「伱納好哇」(158丁 B)がある。 


















5 託福。託福  (p.130) 
1885年刊第 1版 1888年刊『京話指南』 1892年刊第 2版 
3 這一向您好啊 
4 好啊您納。您倒好  
5 託福。託福  
(pp.47－48) 
3 這一向倒好啊  
4 好啊。您納倒好 















(民國 22 年 10 月 9 日敎育部審定民國 26 年 5 月 288 版上海中華書局刊)冒頭の課文「學校
門口」の末尾(1頁)に置かれている、 















McHugh・周克允の Introductory Mandarin Lessons,or,Hua Yü Hsin Chieh Ching（華語新捷徑）
（1931年刊）にも、 
您好？ ／ 好 您好？ (Here好您哪 may also be usedと注釋している) 
How are you? ／  Well, thank you. How are you? (pp.3-5) 
您好？ ／  好 您好？  
How are you? ／  Fine, how are you? (pp.174-175) 
您好？ 您是村正麼？ ／ 是 (p.229) 







                                                 
220 時閒は下るが、注音符號による敎科書の『國語新課本(一)』(李文誥・王杏生,1947民






子   おぢさん 今日は。    大叔！您好！ 
主人  やあ、いらっしゃい。   呀！您來啦！ 
とし、さらに、「病氣見舞」(144頁)では、 
上原  一郞君、今日は。     一郞！您好！ 
一郞  毎日來ていただいて すみません。 毎天都來、眞對不起。 
としている。 
また、『學び易い北京語の本』(久世宗一,1941)では、 







Spoken Chinese (Hockett & Fang,1944)では、その Basic course・Units1-12に、 
(引用者鱒澤がローマ字表記を漢字に翻字した。) 
伱好?    How are you?    (p.7) 








M224：伱好啊？  How are you? 
W ：好。伱好?  Well. How are you? 
M ：很好。    I'm fine. (p.7) とある。 
この Spoken Chinese、Beginning Chinese、そして、趙元任の Mandarin Primer(1949年刊)225
は、1945年以降の日本の中國語敎育に、直接に影響を與えた。 
その結果の一つとして、倉石武四郞『ラテン化新文字による中國語初級敎本』(1953 年
6月 20日第 1刷 1953年 9月 15日第 2刷岩波書店刊)では、 
(引用者鱒澤がラテン化新文字表記を漢字に翻字した。) 
                                                 
222 一律に「您好」と譯しているのではなく、54頁(雜貨屋で)では「客 今日は。借光！ 
店員 いらっしゃいませ。您來啦！」とする。 
223 場面設定は、隣家の文具店。 




c：お元氣？  伱好？ 


















(1)伱好！    ごきげんよう！ 






月 25日初版昭和 47年 1月 10版光生館刊)冒頭(.1)では、 
① 伱好！    こんにちは！こんばんは！ 
と、譯語を變え、さらに、『漢語敎科書(日本語版)』を引き繼ぐ、北京・商務印書館編『基
礎中國語』上卷(東方書店出版部,1973)では、 
A(1)伱好！    こんにちは！ 



















































































                                                 
226  倉石武四郎著『支那語敎育の理論と實際』「目次」7頁の一節。  
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